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インターンシップ利用促進補助金（検討中）

事業の背景：市内企業の人材確保、育成が大きな課題

目 的 ：学生の市内就職の選択肢を広げるとともに、
市内事業者を知ってもらう機会を創出し、
市内企業への人材確保を後押しする。

事業の内容：インターンシップを受け入れた企業への支援
※詳細は検討中

（参考：光市）学生１人の受け入れにつき１万円を補助
限度額は、１事業者当たり１０万円／年

◇商工会議所の経営動向調査 （令和６年５月公表 対象市内380社）
経営上の問題点 全業種
１位 人材の確保、育成  ６６．８％
２位 人件費、諸経費の増加  ４８．６％
３位 売上高の不安定  ４４．５％

◇市の企業訪問アンケート 今後の課題（令和５年度 140社訪問）
１位 人材の確保、育成  ５３．５％

資料３
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インターンシップ利用促進補助金（検討中）

〇事業のメリット
【企業側】
・学生、学校への企業PRができる。
・学生目線の意見を事業などに取り入れることができる。
・新卒採用の選考時に参考にできる（採用のミスマッチが防げる）

【学生側】
・ホームページや企業パンフレットなどではわからない会社の実情を就職前に知
ることができる。

・学生の知識不足の解消
→仕事を体験することにより、今の自分に足りないところや卒業までにやるべきことな
どが見えてくる。

合わせて、
・いわくに合同就職フェア

R5 ４６社参加 参加者６４名
・企業情報誌、サイトによる企業紹介も実施
高校生、県内外の新卒者に企業情報を提供
・キャリアイベント・職業理解セミナー
高校や保護者に情報提供

ｶﾝﾊﾟﾆｰｶﾞｲﾄﾞ
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デジタル活用人材育成・確保支援事業（検討中）

事業の背景：市内企業の人材確保・育成が大きな課題

企業のデジタル技術の活用状況は様々、
市が設置した相談窓口では、環境整備や内部業務の
効率化に関する相談が多い

目 的 ：① 企業の人材不足や生産性向上が、デジタル技術を
活用する人材育成と人材確保支援により解消できる。

② 従業員や未就労者に人材育成の支援を行いスキル
アップさせる。

③ 未就労者に対して、就職情報の提供やマッチング等の
支援を行い、市内企業の雇用の促進につなげる。
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デジタル活用人材育成・確保支援事業（検討中）

未就労者 中小企業者

・リスキリング
デジタル活用人材育成支援
（セミナー、Eラーニング）

人材育成

・デジタル活用技術の導入支援
生産性向上等、省力化支援
（セミナー、伴走型支援（相談窓口））

経営基盤強化

マッチング

支援

・スキルアップ
多様な働き方支援
（セミナー等）

連携して実施

企業情報誌・HP

求人情報ページ作成

人材育成

就労支援

高校生等
新規学卒者

企業情報の提供

商工会議所

人材確保・育成支援
経営基盤強化支援

進出IT企業

経営基盤強化支援

連携して実施

情報掲載 求人・雇用

・人材確保支援（会社情報の発信）

人材確保

Class Biz.掲示板等周知



5

〇未就労者
働き方の可能性を広げ、就業を支援
・セミナー 企業の求めるスキルを育成

デジタル活用人材育成・確保支援事業（検討中）

城下町風景〇マッチング支援 企業情報（採用情報）
・企業情報誌・HP、求人情報ページ作成

〇中小企業
生産性等の向上や既存ビジネスの変革を促すため
・デジタル活用のセミナー
・デジタル導入支援窓口の開設
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地域商業支援事業費補助金（検討中）

事業の背景：地元商店の担い手が高齢
化し、店舗の廃業や休業
により商店の維持が課題。
人口、生産年齢人口、
事業所の減少が進んでいる。

目 的 ：地域の経済と雇用を支える商業の活性化、
買物等の日常生活を送る仕組みの維持

事業の内容：集客力が向上する店舗改装費用の一部を補助する事業
令和２年度から開始、事業承継時には上限加算

補助事例

外壁・ﾃﾝﾄ
トイレ

床材

市内全域 うち中山間地域

人口減少
（H12⇒R２）

153,985人⇒129,125人

16.1％減
63,392人⇒50,622人

20.1％減

生産年齢
人口の割合
（H12⇒R２）

62.7％⇒52.6％
10.1％減

58.5％⇒48.3％
10.2％減

事業所数
（H26⇒R３）

6,448⇒5,160

20.0％減
2,395⇒1,955

18.4％減

（現 店舗魅力向上リニューアル補助金）
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実 績： 令和２年度 26件（岩国９件、岩国西10件、やましろ７件）
令和３年度 25件（岩国13件、岩国西９件、やましろ３件）
令和４年度 13件（岩国11件、岩国西１件、やましろ１件）
令和５年度 12件（岩国５件、岩国西５件、やましろ２件）

令和６年度 11件（岩国７件、岩国西３件、やましろ１件）７月末現在

現行制度

要件
市内中小企業 ３年以上事業継続
業種は小売、飲食、生活関連サービス（理美容・クリーニング業）
×フランチャイズ、 ×風営法
×交付は１度限り

対象工事
顧客に直接サービスを行う部分の改修（３０万円以上で集客力が
向上する工事）
外壁、ドア、店舗専用トイレ、厨房、ボイラー
照明、空調、音響等の電気工事
商品陳列棚、テーブル椅子の備品
店舗に付属する看板

工事発注先は、市内に主要店舗を置く企業
×新築、増築
×住居、事務所、倉庫、外構、植栽
×下水、火災報知、防犯カメラ、 ×クリーニング、害虫駆除

市の検討：
対象の拡充
①・フランチャイズ店舗
・同一事業者へ２回目の
補助金交付を検討（１回

目の交付から５年を経過要）

②敷地内に存在する看板
まで対象範囲を拡大

（現 店舗魅力向上リニューアル補助金）
地域商業支援事業費補助金（検討中）

利用者の声 ・設備の老朽化で悩んでいた、売上が低迷する中、設備投資が出来ずにいたが、
補助金があったので助かった。
・とても助かりました。どうしようかなと迷っていた気持を後ろから押してもらえた気がして
感謝しています。もう少し地域の食をささえていきたいと思います。

制度は好評、本制度が
改装のきっかけとなっている
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